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　施工のポイント　　　　　　　　　先組みとＰＣａの採用で効率施工実践
工　事　概　要

阪神タイガース二軍施設移転計画（小田南公園再整備事業）事業概要
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ゼロカーボンナイターの開催に取り組む

工　事　名：阪神タイガース二軍施設移転計画新築工事
所　在　地：兵庫県尼崎市杭瀬南新町３－－他
発　注　者：阪神電気鉄道株式会社
設　　　計：株式会社久米設計
施　　　工：株式会社熊谷組　関西支店
工　　　期：年３月１日～年１月日
構造・規模：【第一工区】タイガース野球場ＲＣ造一部Ｓ造地上３階延床面積

，㎡
小田南公園野球場ＲＣ造　地上１階

　　　　　　【第二工区】室内練習場Ｓ造地上１階延床面積，㎡、選手寮
兼クラブハウスＳ造地上３階延床面積，㎡
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　画像提供：阪神電気鉄道、熊谷組　　撮影：株式会社プライズ

メインゲート

　阪神電気鉄道と阪神タイガース、尼崎市は、阪神タイガースファーム施設（西宮市鳴
尾浜）の移転を計画。移転先として、年５月、尼崎市の小田南公園を「ゼロカーボ
ンベースボールパーク」として整備する工事に着手した。熊谷組と日鉄鋼板がパートナー
として参画し、脱炭素化の知見を生かした施工や新素材「ＳＧＬ」の提供で協力してい
る。
　阪神電気鉄道と尼崎市は、環境省が実施した第１回脱炭素先行地域の公募に「阪神大
物地域ゼロカーボンベースボールパーク整備計画　～地域課題解決！官民連携事業～」
として本計画を共同提案。プロ野球球団と連携したスポーツによるまちづくり・観光振
興・地域活性化と脱炭素の両立を目指した提案として、実現可能性やアナウンス効果の
高さが評価を受け、事業選定に至った。
　ゼロカーボンに向けた取り組みでは、ナイター試合も開催する野球場で想定される年
間電力使用量の％強に相当する電力を太陽光発電と蓄電池でまかない、不足分は尼崎
市のクリーンセンターの廃棄物発電を活用する。また、省エネの徹底、ペットボトル・
プラスチックカップの回収・リサイクルなどの環境に配慮した取り組みも行い、脱炭素
社会・循環型社会の実現に貢献する。

上空から

選手寮兼クラブハウス「虎風荘」

　ゼロカーボンベースボールパークについて
　このゼロカーボンベースボールパークは尼崎市の小田南公園に阪神
タイガースの二軍施設（日鉄鋼板ＳＧＬスタジアム尼崎（以下ＳＧＬ
スタジアム）、選手寮兼クラブハウス、室内練習場）に加えて既存公
園にもあった市民球場を融合させるプロジェクトである。
　新二軍施設の大きなコンセプトはチーム力の強化とタイガースブラ
ンドの発信である。公園内に建設するにあたって市民の方々に対して
タイガースを日常化し、タイガースブランドを発信しながらも公園と
しての機能も充たしていくことは特に注力した。さらに地域をリード
する環境配慮として、全国初のＺＥＢ認証を受けた球場施設となって
おり、ここから『ゼロカーボンベースボールパーク』と銘打っている。
　計画の特徴として、公園のメイン広場を丘のようにしてＳＧＬスタ
ジアムとつないでおり、公園利用者が広場でくつろいだり遊ぶ様子が
球場と一体となった風景を創出する。また、ＳＧＬスタジアムに関し
て、外壁には一部黄色と黒色にした金属のルーバーを配置し、縦縞に
なぞらえて阪神らしさを演出した。二軍球場でホームチームのファン
がほとんどだということもあり、客席をタイガースのホームの一塁側
に多く設けているのも球場の大きな特徴だ。室内練習場は甲子園の．
倍となっており、打撃練習場等の設備も新設され、チーム力の強化
の部分で、非常に充実した施設になっている。
　都市部からも、駅からもとても近い施設になるので、たくさんの方々
に来て頂きたいのはもちろん、阪神電車を利用する方にも常に目に入
る施設になるため、この『ゼロカーボンベースボールパーク』が沿線
の方々の記憶の中の情景に残ってもらえれば、設計者冥利に尽きる。

　久米設計大阪支社　上席主査　佐藤行彦 室内練習場


